
第
75
号

令
和
２
年
4
月
16
日
発
行

２
月
27
日
（
木
）
、
こ
の
花
さ
く
や

姫
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
「
志
波
姫
地
域

交
流
研
修
会
」
を
開
催
。
一
迫
地
区

の
「
も
ぎ
た
て
フ
ル
ー
ツ
工
房 
土
里

夢
（
ど
り
ー
む
）
」
所
長 

渡
辺
信
雄

氏
を
講
師
に
「
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を

再
発
見
」
と
題
し
、
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

東
京
か
ら
移
住
し
て
数
年
、
都
会

で
は
味
わ
え
な
い
栗
原
の
素
晴
ら
し

さ
に
つ
い
て
、
日
々
の
体
験
談
を
交

え
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
の
何
気
な
い
声
が
け
や

交
流
が
、
地
域
の
支
え
合
い
へ
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
に
気
が
付
く
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
愛
好

会
「
こ
の
ス
タ
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
に

よ
る
迫
力
の
あ
る
演
奏
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
、
会
場
中
に
歓
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。

〜
お
茶
っ
こ
会
〜

南
地
区
社
協

会
長
　
三
浦
　
靖
朗

２
月
９
日
（
日
）
、
こ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
お
茶
っ
こ
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
32
名
の
参
加
者
が
集

い
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
、
健
康
・
認
知

症
予
防
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
替
え

歌
を
歌
っ
た
り
と
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
役
員
さ
ん
の
手
作
り
の

昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、
会
話
も
弾
み
、

笑
顔
が
溢
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

〜
実
技
講
習
会
〜

間
海
地
区
社
協

会
長
　
三
浦
　
秀
治

２
月
９
日
（
日
）
、
間
海
自
治
会
館

に
お
い
て
、
宮
中
地
区
の
菅
藤
美
智

子
氏
を
講
師
に
15
名
の
参
加
者
が
臨

床
美
術
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

黒
色
画
用
紙
に
色
鉛
筆
で
山
の
形

を
描
き
、
そ
れ
を
切
り
離
し
て
画
用

紙
に
貼
り
、
太
陽
が
出
て
く
る
イ
メ

ー
ジ
し
一
人
一
人
思
い
の
ま
ま
彩
色

し
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

完
成
後
、
菅
藤
氏
に
作
品
の
感
想

を
い
た
だ
き
、
心
が
和
む
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

地 区 社 協 活 動 紹 介

素
敵
な
作
品
が
出
来
ま
し
た 元気に参加出来るように頑張ろう

「志波姫地域交流研修会」
志波姫支部事業（社協会費充当事業）志波姫支部事業（社協会費充当事業）
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総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ

【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
老
人
憩
い
の
家
　
お
も
と
荘

◆
電
話
相
談

《
開

設

日
》
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

《
開
設
時
間
》
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》
栗
原
市
社
協
志
波
姫
支
所

電
話
：
22-

２
７
１
３

６
月
10
日（
水
）

４
月
22
日（
水
）

５
月
20
日（
水
）

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

対
象
者
の
要
件

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体
及
び
個
人
）

①
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

②
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
い
る
こ
と

③
自
主
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と

④
会
員
間
の
活
動
で
は
な
く
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
活
動
で
あ
る
こ
と

⑤
参
加
者
か
ら
参
加
費
等
を
徴
収
し
て

い
る
こ
と
（
但
し
、
訪
問
活
動
は
こ

の
限
り
で
な
い
）

⑥
本
会
以
外
よ
り
助
成
金
等
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
（
但
し
、
地
区
社
協
、

自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
等
か
ら
の
助
成
は
２
万
円
を
上
限

と
し
て
認
め
ま
す
。）

助
成
金
額

１
団
体
　
年
額
５
万
円
以
内

※

審
査
会
に
て
助
成
額
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

申
請
締
切

５
月
15
日
（
金
）
ま
で

申
請
書
用
紙

栗
原
市
社
協
各
支
所
に
準
備
し
て
い
ま

す
。（
栗
原
市
社
協
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

問
い
合
わ
せ
先

栗
原
市
社
協
地
域
福
祉
課
☎
23-

８
０

８
７
ま
た
は
、
各
社
協
支
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

し
あ
わ
せ
な

　
　地
域
づ
く
り
事
業
募
集

〜
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
金
を
活
用
し

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
資
金
を
助
成
し
ま
す
〜

２
月
14
日
（
金
）
、
お
も
と
荘

を
会
場
に
「
会
食
型
食
事
サ
ー

ビ
ス
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
、
金
成
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
し
あ
わ

せ
慰
問
団
」
を
お
招
き
し
、
東

京
五
輪
音
頭
な
ど
12
曲
の
演
目

で
舞
踊
等
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
も
一
緒
に

身
体
を
動
か
し
た
り
手
拍
子
を

し
、
笑
い
あ
り
歓
声
あ
り
と
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
福
寿
草
」
の
皆
さ
ん
が

調
理
し
た
昼
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

午
後
の
部
で
は
、
毎
年
恒
例

の
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

栗
原
志
波
姫
店
の
店
長
さ
ん
に

よ
る
豆
ま
き
が
あ
り
、
い
つ
に

も
増
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
会
と
な
り
ま
し
た
。

会食型食事サービス志波姫支部地域支援事業
【歳末たすけあい募金配分事業】

皆さまのご協力ありがとうございました。

むすび丸ピンバッジ『宮城県内の「子ども食堂」を応援しよう!! プロジェクト』
栗原市共同募金委員会実績　ご協力いただいた数 ２09個　　金額 １04，５００円

♢ 

志
波
姫
支
所 

職
員
紹
介 

♢

４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
新
体
制

と
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

統
括
職
員 

細
　
川
　
律
　
子

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

千
　
葉
　
優
　
子

事
務
職
員 

卯
　
道
　
真
知
子
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